
　このコーナーでは、平成25年１月から12月までにあっ
た主な出来事について抜粋して掲載します。
　昨年を振り返り、新しい気持ちで１年の目標などを立て
てみましょう。
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国
主
催
の
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
実
施

全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会
総
会
・

研
修
会
開
催
お
よ
び
旧
増
田
家
住
宅
公
開

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

（
薩
摩
川
内
水
引
IC
～
薩
摩
川
内
高
江
IC
）の
開
通

｢

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い｣

が

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
強
化
セ
ン
タ
ー
に
認
定

　10 月、福島第一原子力発電所事故後初めて
となる国主催の原子力総合防災訓練が九州電
力㈱川内原子力発電所の緊急事態を想定して、
実施されました。これは同事故の教訓を踏ま
え策定した、鹿児島県や本市地域防災計画原
子力対策編に基づき、住民の協力を得て、原
子力防災対策に係る関係機関相互の連携強化
や地域住民の防災意識の向上を図ることを目
的としたもの。130 機関、約 3,400 人が参加し、
２日間にわたり訓練を実施しました。

　旧増田家住宅の本体修理工事などの完了に
伴い、３月に公開記念式典を開催し、４月か
ら一般公開が始まりました。大会には、全国
36 府県 64 市町村より約 260 人の参加があ
りました。パネルディスカッション、入来麓
散策での入来中学校生徒によるスポット説明、
情報交換会などでの地元関係者らによるおも
てなしなど全国に入来麓の魅力を発信する絶
好の機会となりました。

　南九州西回り自動車道｢川内隈之城道路｣の
うち薩摩川内水引 IC ～薩摩川内高江 IC 間が
３月に開通し、人や物流への効果がみられま
した。９月には、阿久根～薩摩川内水引 IC 間
のルート案が提示され、都市計画案の地元説
明会が開催されました。今後も、関係機関と
一体となって早期事業化に向けて取り組んで
まいります。

　市総合運動公園総合体育館（サンアリーナせ
んだい）が 2016 年のリオデジャネイロオリン
ピック（リオ五輪）に向けたバレーボール競技
の強化センターに認定され、4 月に認定看板
が設置されました。県内でリオ五輪に向けた
強化センターに認定されたのは同体育館が初
めてで、認定期間は同五輪終了までです。昨
年は、バレーボールや野球などの本市でのス
ポーツ合宿が増えています。

中
国
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
・

神
戸
国
際
フ
ィ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ナ
航
路
開
設

　８月、神原汽船株式会社が中国定期コンテ
ナ航路を、オリエント　オーバーシーズ　コ
ンテナ　ライン　リミテッドが神戸国際フィ
ーダーコンテナ航路を開設しました。川内港
では、これまで韓国航路が週２便で運航して
いましたが、両航路の開設により週４便とな
りました。南九州の国際貿易港として活用さ
れることが期待されます。

平成25年

主な出来事

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
内
各
地
で

局
地
的
な
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
や
記
録
的

な
猛
暑
が
発
生
し
、
改
め
て
防
災
に
対
す
る

認
識
を
強
め
た
年
で
し
た
。

　

一
方
で
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク･

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
決
定
に
は
日

本
中
が
歓
喜
の
渦
に
包
ま
れ
た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。
本
市
も
３
月
に
総
合
運
動
公
園
総

合
体
育
館
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

競
技
強
化
セ
ン
タ
ー
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、

機
運
が
高
ま
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
の
主
な
動
き
と
し
ま
し
て
は
、
観
光

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
で
は
、
３
月
に
肥
薩
お
れ

ん
じ
鉄
道
の｢

お
れ
ん
じ
食
堂｣

が
運
行
開
始

し
た
ほ
か
、
４
月
に
は
株
式
会
社
薩
摩
川
内

市
観
光
物
産
協
会
が
設
立
さ
れ
、
物
産
販
路

の
拡
大
や
観
光
ツ
ア
ー
の
売
り
込
み
な
ど
順

調
に
事
業
が
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
、
甑
島
の
エ
コ

ア
イ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
た
電
気
自
動
車
レ

ン
タ
カ
ー
導
入
実
証
事
業
を
行
っ
た
ほ
か
、

ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
行
動
計
画
を
策
定
し
、
本

市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
モ
デ
ル
と
な
る
総

合
運
動
公
園
防
災
機
能
強
化
事
業
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
で
は
、
日
本
男
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
は
じ
め
千
葉
ロ
ッ
テ
マ

リ
ー
ン
ズ
や
韓
国
の
Ｓ
Ｋ
ワ
イ
バ
ー
ン
ズ
な

ど
多
く
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
、
総
合
運
動
公
園
が
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

社
会
基
盤
整
備
で
は
、
３
月
に
南
九
州
西

回
り
自
動
車
道
高
江
・
水
引
間
が
開
通
し
た

ほ
か
、
藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
建
設
に
お
け
る
２

号
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
、
川
内
川
市
街
部
改
修

事
業
の
促
進
、
既
存
住
宅
の
改
修
支
援
、
耐

震
化
の
促
進
お
よ
び
住
宅
関
連
産
業
の
活
性

化
な
ど
に
努
め
ま
し
た
。

　

川
内
港
コ
ン
テ
ナ
航
路
に
関
し
ま
し
て
は
、

８
月
に
長
年
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
中
国
上

海
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
、
神
戸
国
際
フ
ィ
ー

ダ
ー
航
路
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
港

湾
施
設
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
重
要
港
湾

で
あ
る
川
内
港
の
利
便
性
向
上
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
多
く
の
記
念
行
事
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
皆
様
と
と
も
に
、
大
き
な
節

目
と
し
て
本
市
の
10
周
年
を
祝
い
、
県
内
最

大
の
市
域
に
あ
る
多
彩
な
資
源
を
活
用
し
、

そ
の
魅
力
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
い
よ
い
よ
４
月
か
ら
高
速
船

｢

甑
こ
し
き
し
ま
島｣

が
就
航
し
ま
す
。
川
内
甑
島
間
の

交
通
ア
ク
セ
ス
向
上
や
若
者
の
定
住
を
図
る

た
め
、
高
速
船
に
加
え
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
や

川
内
港
待
合
所
も
日
本
を
代
表
す
る
工
業
デ

ザ
イ
ナ
ー
水み
と
お
か
え
い
じ

戸
岡
鋭
治
氏
の
デ
ザ
イ
ン
を
活

用
し
、
市
民
や
観
光
客
に
親
し
ま
れ
る
航
路

の
開
設
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
年
は
午
年
で
す
。｢

う
ま｣

は｢

物
事
が

『
う
ま
』く
い
く｣｢

幸
運
が
駆
け
込
ん
で
く
る｣

な
ど
縁
起
の
い
い
動
物
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

何
事
に
も
発
展
、
前
進
し
て
い
く
年
と
な
り

ま
す
よ
う
全
身
全
霊
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
ら
な
る
飛
躍
と
発
展
を

　
　
　
躍
動
　
薩
摩
川
内
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